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効果的な資源管理のために高まる課題
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2019年の評価：NMFS気候情報要件

Modified from Tommasi et al., Progress in Oceanography, 2017
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NOAA 漁業気候科学における戦略
https://www.fisheries.noaa.gov/national/climate/noaa-fisheries-climate-science-strategy

U.S. Department of Commerce | National Oceanic and Atmospheric Administration | NOAA Fisheries | Page 4

7. 実用的な情報を提供する科学インフラ

6. 現状、傾向、および早期警告

5. 変化のメカニズムに関する情報

4. しっかりとした将来の状況予測

3. 適応性のある
管理プロセス

2. 強固な経営戦略

1. 参考点

なぜ変わるのか?
調査

どう対応するか?
戦略

どう変わるのか?
予測

何が変わったのか?
監視



レベル6：西海岸の統合生態系評価
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現在のカリフォルニア地域エコシステム



レベル5：理解
予期せぬ結果：
2014年から2016年の温暖期ではスケソウダラの稚魚の生存率が予想以上に高かった

IFY15、S&Tは、EBSで発生した暖かい年のスタンザを評価するため、緊急調査
に追加資金を提供した。これらの結論は、一部それに基づいている。

春の風・氷 夏最低気温

アラスカ湾からのウォームブローブの拡大

2015年春 スケトウダラの稚
魚 音響後方散乱

Duffy-Anderson JT, et. al. PLoS ONE 12(6): e0178955. https://doi.org/
10.1371/journal.pone.0178955



最良の管理オプション
は何か？

漁業と
管理のシナリオ

気候シナリオ

海洋
シナリオ

生態系と
資源のシナリオ

https://www.afsc.noaa.gov/REFM/REEM/ACLIM.htm

RTAP: Research Transition Acceleration Program
COCA Competition 8 and IEA



COCA：パイロット版統合長期予測研究
MAPP：短期予測スキル評価

ベーリング海
北西大西洋
カリフォルニア
海流
アラスカ湾

モデル分析予測と予知（MAPP）
https://cpo.noaa.gov/Meet-the-Divisions/Earth-System-Science-and-Modeling/MAPP
沿岸と海洋気候 の応用(COCA)
https://cpo.noaa.gov/Meet-the-Divisions/Climate-and-Societal-Interactions/The-Adaptation-Sciences-
Program/COCA/About-COCA

https://cpo.noaa.gov/Meet-the-Divisions/Earth-System-Science-and-Modeling/MAPP


レベル1-4
NOAA 

気候と漁業の

イニシアティブ
(CFI)

• NOAAにおける横断的取り組み
(NMFS, OAR, NOS, NWS, NESDIS)

• 機能的な海洋モデリング・意思決定
支援システムの構築

• 最先端の海洋予測・予想の提供

• 気候情報に基づく生態系予測、リス
ク評価、管理戦略の提供

• 影響を軽減し、LMRとコミュニテ
ィの回復力を高める



CFIは何をするのか？

CFIは

• 運用可能な海洋モデリングおよ
び意思決定支援システムを構築

する。

• NMFSやその他の意思決定者に、
最新の海洋予測、リスク評価、
管理オプションを提供する。

• 気候情報に基づいたLMR管理を
可能にする。

全国規模で統合されたシステムは
下記を可能にする：

○ 海洋の予測と将来の見通し

○ 生態系の予測

○ 資源予測

○ リスク評価

○ 適応策

○ 戦略の評価

○ 管理



CFIエンド・ツー・エンド海洋モデリングおよび意思決定支援システム

1 2 3

(FACSS
)

科学と開発 運用とインフラ 発展とつながり



NOAAハイパフォーマンス・コンピューティングを活用した

全米海洋予測システム

季節から数十年にわたるMOM6の沿岸域を試作（五大湖、太平洋諸島において進行中）

● NOAAの海洋予測（NOS）と予測システム（OAR/GFDL）を基盤とした構築
● 地域の海洋モデリングチームがNMFSの用途に合わせてプロダクトをカスタマイズ
● 包括的な海洋／BGC予測、必要に応じてグローバル・システムにも拡張可能
● NOAAのHPCは、海洋の未来を網羅する予測が可能
● CFI情報ハブと各国のデータ・スタンダードを通じた普及活動



CFI 海洋モデリングと意思決定支援システム

漁業と気候に関する意
思決定支援システム

FACS
S

CFI情報ハブCFI 
Info 
HUB

地域別
海洋モデリングチーム



地域別
実行
計画

ベーリング
海

アラスカ
湾

南大西洋
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湾

北東

五大湖

太平洋
諸島

西海岸/カ
リフォルニ
ア海流
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各地域におけるFACSS

拡大:

科学の
応用

気候変動に
強い経営

回復力と
適応性

https://www.fisheries.noaa.gov/topic/climate



FACSS チーム:

● 各SCセンターのエキス
パートチーム

● 既存プログラムとの連携
● 取り組みの促進
● 専用プロダクト
● 運営
● カスタマイズされたサー

ビス
● NMFS全体でのサポート
● NOAA全体でのサービス

FACSSチームが提供するコア・プロダクトとサービス

各FACSS チーム



シナリオ・
プラニング

リスク評価

MSE

迅速な対応

ダイナミック・
マネジメント

EBF
マネジメント

養殖

回復の計画

FACSSが実現する気候情報に基づいた経営

FACSS チーム



● 計画
● 準備
● トリアージ
● 実行

敏速な対応性の向上

計画と

予測

適応の

有効化

リスクの測定応急処置の

影響分析、

援助の提供

事後フォローアップと

コミュニケーション

Rapid Response



最適な
管理

ポートフォリオ

ニーズに合わせた適応策

Hazen et al. 2018. Science Advances. 4(5) eaar3001

Holsman et al. 2020.Nature Communications 11: 4579

Santos et al. 2020.Nature Sustainability 3: 505-516

運用結果を
評価する

季節
年間

十年単位

エコシステムの先見

敏速な対応

気候に関する賢明な判断をサ
ポートするツール

https://advances.sciencemag.org/content/4/5/eaar3001
https://www.nature.com/articles/s41467-020-18300-3
https://www.nature.com/articles/s41893-020-0513-x


まとめ：CFIは気候対応可能 NMFSの基盤となる

● ONE-NOAAの全国規模のシステムを地域ごとに導入。

● NMFSをはじめとする海洋関係利用者が必要とする海洋予測・

予想の信頼性の高い配信。

● 海洋予測を気候情報に基づいた管理上のアドバイスに変える

ための運用能力。

● 観測、研究、エンドツーエンドのフィードバックによる継続

的なイノベーションと検証。

● 気候情報に基づくアドバイスを提供するNMFSの安定した能

力。

● 気候情報に基づくアドバイスを利用してリスクを低減し、回

復力を高めるための管理能力の向上。



CFI運営委員会
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CFI導入チーム
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ご質問
承ります

Anne.Hollowed@noaa.gov
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